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知
っ
て
考
え
る
こ
と
か
ら

　

昨
年
12
月
９
日
に
は
認
知
症

セ
ミ
ナ
ー
が
市
役
所
で
開
か
れ
、

参
加
者
75
人
が
専
門
医
の
話
や

寸
劇
で
認
知
症
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
ま
ず
は

認
知
症
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

震災復興 田村っ子の元気を支援する事業

　
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
や

原
発
事
故
で
変
わ
っ
た
学
習
環

境
に
対
応
す
る
た
め
、
特
色
あ

る
教
育
活
動
を
支
援
す
る「
田

村
っ
子
の
元
気
を
支
援
す
る
事

業
」を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
29
年
度
に
行
っ
た

市
内
７
中
学
校
の
取
り
組
み
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

全校生で茨城県の笠間焼き陶芸体験をしまし
た。今回の体験を通して、ものを創造する楽
しさや、無から形あるものへと変化させる魅
力を実感することができました。

滝
根
中
学
校

全校生で、午前中は五色沼周辺でのトレッキ
ング、午後は「国立磐梯青少年交流の家」で
野外炊飯を行いました。自然の美しさやすば
らしさを肌で感じることができました。

大
越
中
学
校

今年は「食」がテーマ。郡山ビューホテルア
ネックスでは、全校生でテーブルマナー体験
を行いました。田村市で作られた食材を使っ
た料理を、緊張しながらも楽しく食しました。

都
路
中
学
校

１年生と３年生は裏磐梯で野外学習を行いま
した。ガイドの方の案内でレンゲ沼から中瀬
沼まで散策し、沼の近くに生息する植物につ
いて学ぶことができました。

常
葉
中
学
校

全校生で喜多方市内へ。北方風土館で日本酒
の作り方を見学した後、木之本漆器店では蒔
絵の絵付けを体験。世界にひとつだけの漆器
を作りました。

船
引
南
中
学
校

学年ごとに裏磐梯に行き、森林環境の違いに
ついて、自然に親しみながら学びました。生
徒たちは、田村市とは異なる樹木の植生の違
いを実感していました。

船
引
中
学
校

全校生でいわき市へ。アクアマリンふくしま
でバックヤードツアーを行いました。また、
釣り体験で釣った魚を調理、食べることで、
自然の恵みに感謝することができました。

移
中
学
校

身
近
に
な
る
認
知
症

　

認
知
症
は
、
誰
も
が
な
り
う

る
病
気
で
す
。
特
に
高
齢
化
が

進
ん
で
い
く
今
後
は
、
認
知
症

に
な
る
人
が
増
え
て
い
く
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

『
平
成
29
年
版
高
齢
社
会
白
書
』

に
よ
る
と
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
の
認

知
症
の
人
数
は
４
６
２
万
人
、

全
体
の
約
７
人
に
１
人
で
し
た
。

37
年
に
は
約
５
人
に
１
人
が
認

知
症
に
な
る
と
の
推
計
も
あ
り

ま
す
。

　

認
知
症
は
今
後
、
さ
ら
に
身

近
な
も
の
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

発
見
・
声
か
け
・
通
報
を
訓
練

　

市
で
は
、
認
知
症
に
対
す
る

理
解
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
深
め

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
認
知
症

の
方
や
そ
の
ご
家
族
を
地
域
で

支
援
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
10

月
26
日
、
市
は
船
引
町
の
栄
町

行
政
区
を
モ
デ
ル
と
し
て
、「
認

知
症
高
齢
者
徘
徊
模
擬
訓
練
」

を
行
い
ま
し
た
。
高
齢
者
に
扮

し
た
ス
タ
ッ
フ
が
訓
練
区
域
内

を
徘
徊
。
見
か
け
た
地
域
の
方

は
、
驚
か
せ
な
い
よ
う
に
声
を

か
け
、
訓
練
本
部
に
通
報
し
ま

し
た
。
こ
の
「
発
見
」「
声
か
け
」

「
通
報
」
を
一
連
の
流
れ
で
学
ん

だ
の
で
す
。

い
知
識
を
身
に
付
け
る
と
と
も

に
、
温
か
く
見
守
り
、
地
域
で

支
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

で
は
、
私
た
ち
は
、
認
知
症

に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
と
言
い

切
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
ご
家
族

や
親
し
い
人
が
認
知
症
に
な
っ

た
経
験
の
あ
る
人
な
ら
と
も
か

く
、
認
知
症
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
た
こ
と
が
な
い
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

● 問い合わせ　保健福祉部 介護福祉課　☎ 82-1115

　

参
加
者
は
「
実
際
に
心
配
な

人
を
見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け

る
こ
と
が
で
き
そ
う
」「
訓
練
に

参
加
し
た
こ
と
で
、
認
知
症
に

関
心
を
持
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

■ 認知症を考える

高齢者役のスタッフに声をかける地域の人 （々徘徊模擬訓練）
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推定人数（右目盛り）

推定有病率（左目盛り）

65 歳以上の認知症患者の推定人数と推定有病率
（参照：『平成 29 年版高齢社会白書』内閣府発行）

※各年齢の有病率が
　一定の場合

寸劇で認知症を学ぶ（認知症セミナー）
認知症サポーターを
示すオレンジリング

さ
ら
に
成
長
！ 

田
村
の
子
ど
も
た
ち


